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第8回衛生工学シンポジウム
2000.11 北海道大学学術交流会舘

4-6 W水産加工排水における硫化水素の抑制対策事例』

福代悦男、三島孝義、三上利雄(島根県浜田水産事務所)

三橋宏次、伊藤勝一、芳滝智文(財団法人漁港漁村建設技術研究所)

堀江健エ〈ケーシーコンサルタント)

1.はじめに

水産加工排水における硫化水素の問題に関して、平成10年の第6回衛生工学シンポジウムに

てその発生要因と抑制条件について発表した。今回はその続報で、実施設における抑制対策結

果をお知らせするものである。

2.調査概要

これまで浜田換港静化施設では、平成9年度から10年度にかけて硫化水素対策の予備調査、

本調査改良設計、対策実施前のデータ収集、及び関連調査が行われてきた。また調査に併行し

て平成10年度には硫化水素対策設備の設置工事が行われた。

本発表は、平成10年度に施工された硫化水素対策設備の運転効果調査をまとめたもので、こ

の調査はこれまで実施された硫化水素対策の最終調査となる。(表2-1) 

その内容は、①硫化水素対策効果調査(平成11年度運転データと平成10年度以前の対策

前データを基にした硫化水素対策の効果評価)②運転方法の検討(①の結果を基にした硫化水

素対策の効率的な運転方法・組合せの検討とその結果)の二つに大加される。

表2…1.礎化水素対策調査の全体概要及び実施年度
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2-1.調査対象

調査対象の硫化水素対策を表2-2に示す。

表2-2.浜田漁港滞化施設硫化水素対策一覧(その1)

対策名称 概 要

処理施設 縫集剤に含まれる鉄と汚水中の溶存硫化物(硫化
鉄系凝集剤(ポり鉄)添加運転 水素)を反応させ、硫化鉄として水中に回定する

方法。最も硫化ポ水素が発生している流量調整槽に
鉄系凝集剤( リ鉄)を添加する。

処理施設 流量調整槽に余剰汚泥(余剰微生物)を投入し、
余剰汚泥混合運転 微生物に硫化物を吸着させ加圧浮上でスカムとし

て系外に除去する。
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浜出漁港滑化施設硫化水索対策一覧(その2)

対策名称 概 要

処理施設 余剰汚泥混合運転の改良方法。流量調整槽に活性
水処理フロー改良十汚泥循環運転 汚泥を投入し硫化物を吸着させた後、加圧浮荷上を

バイパスして生物処理へ再循環させ、高負 ばっ
気槽内で酸化処理する。

処理施設
集気ブ口ワー運転

流量調ば整槽で発生した礎化水素ガスを集気し、高
負荷 っ気構の活性汚淀混合液の中に注入して殴
着酸化処理する方法。

荷捌所流量調整槽
鉄系凝集部(安鉄)添加運転

ポリ鉄添加運転荷捌問様、硫化水素を硫化鉄として固
定する方法。 所スクリーン出口に鉄系凝集剤
(安ガ鉄)を添加し、祷捌流量調整槽での硫化水素
のス化を防止する。

荷捌所
圧送管内滞留水返送運転

圧送管内で汚水が嫌気化すると硫化水素が発滞生す
るため、ポンプ停止時はバルブを聞き管内 留水
を流量調整槽に自然流下で返送し管内を空にする
ことで硫化水素の発生を防ぐ。

ポリ鉄:ポリ硫酸第二鉄の略称 安鉄:安定化塩化第一鉄の略称

2-2.硫化水素対策効果調査

各対策(表2-2)の評価項目、調査内容を表2-3に、評価基準を表2-4に来す。

表2…3.評価項目及び調査内容

評価項目 調査内容

硫化水素抑制効果 採水調査、ガス瞬査による硫化水素(硫化物)の調査

生物処理機能への影響 採水調査による処理機能調査、 Rr諦査による活性調査

維持管理費への影響 維持管理資料の収集整理(電力、水道、薬品、汚提処理)

表2-4.評価基準 [処理施設及び荷捌所]

項目 評 偲 基 準

硫化水素抑制効果 槽内の硫化水素濃度が50ppm以下になること(※-1)
前処理棟室内の硫化水素濃度が10ppm以下になること(※… 2)
抑臭制効果が安定していること
脱装罷への負荷が軽減すること
新たに前処理棟以外で硫化水素が発生しないこと

生物処理機能 生物処理機能に悪影響を及ぼさないこと

維持管理費 処理施設全体の維持管理費負担増にならないこと

※-1 :施設冬季濃度、人体への短期暴露許容濃度
※-2:労働安全衛生法に定める作業環境基準値
基準値の設定は人体への健康被害がないこと、及び施設被害の低減を考慮し決定した。

2-3.運転方法の検討

硫化水素対策効果調査の結果を基にして、各対策の効率的な運転方法(運転条件)と組

合せを検討した。その内容を表2-5に示す。
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表2-5.運転方法の検討項目と内容

検討項目 内 打廿与

運転条件の検討 効果調査の結果を慕に、効率の高い運転条件、設定計算方法、制
眼条件を検討する。
また運転における留意事項を検討する。

各対策の運転組合せ 運転条件の検討結果を基に、年間を通じた運転方法(対策の組合
せ)を検討する。
また施設全体で維持管理費が低減できるような運転方法を検討す
る。

3.硫化水素対策効果調査結果

表3-1.調査結果一覧

対策名 硫化水素抑制効果 生物処理機能への 維持管理費 評価
影響

処理施設 1.3倍以上のポリ まr測定値、 BOD処 ポリ鉄添加倍率が 2.3倍

鉄(ポ系リ瀧鉄集)剤添
鉄添加倍率で、基 理機能とも問題は の持、運転単価は 232.7 
準植をクリアー。 なく、生物処理機 円/ぱで、無添加運転時 O 

加運較 化学反応なので部 能への影響なし。 206.3円/ばに対し13%
効性が高い。 増。

処理施設 余剰汚泥震に眠り 生物処理機能への 余剰汚泥投入、凝集剤
余剰汚泥 があるため、流量 影響なし。 (ポリ鉄)使用により、
混合運転 調整槽内の混合液 運転単価は 245.7丹/rri' × 

濃度が低く抑制効 で、無混合運転時 206.3
果は得られない。 円/rri'に対し19%増。

処理施設 E一時LSS平均し440汚泥循環運転を行 9ヶ月(1期+2期)平
水処理フロー mg/立で基準備を うと生物活性が上 均運転単価は 166.9円/
改良+ クリアー。通年運 昇する傾向。運転 ぱで、 H9，10年震の平均 o 
汚泥循環運転 転で安定した高い 期間中は生物処理 運転単価 163.1丹/rri'に

抑制効果が得られ 機能が向上。 対し2%の微増。
た。

処理施設 運転期間中、基準 低濃度になった流 運転単価は1.4円/ぱ増
集気ガス {産は全て満足。集 量調整槽の硫化ば水問 と、 H9，10年度の平均運
ブロワ…運転 気ガスブ口ワ…単 素を送気すれ 転単価 163.1円/rri'に対

独運転では、高負 題なし。 し 0.9%の微増。負荷が
荷ばっ気槽で、硫化 軽減する脱臭装罷の運転 O 
水素が出るため他 費を低減すると更に安価
の対策運転との併
用が必要。脱臭装
霞待負荷軽減効果が
期できる。

荷捌所 2. 7倍の安鉄添加 生物処理機能への 運転単価は 5.4円/ぱ
l 流量調整槽 倍率で基準値をク 影響なし。運転期 上昇し、 H9，10年度の平
鉄系凝集剤 リア一。荷捌所流 問中、処理施設の 均運転単価 163.1円/ぱ O 
(安鉄)添加 量調整檎生で硫化水 T-Feが上昇したが に対し3.3%増。
運転 素の発なし。 問題なし。

荷捌所 庄送管の起点終点 生物処理機能への 運転による維持管理費の
庄送管内 にあたる荷捌所流 影響なし。 増減なし。
滞留水返送還 最調整槽と処理施
転 設高濃度スクリー O 

ンでは、硫化水素
の発生なし。

。:大変優れている 0:優れている 6.:採用可 X:採用不可



{維持管理費の評価について]
上表の維持管理費は電気、水道、薬品、汚泥処分等の直接運転費で、調査結果は微増であ
ったが、これとは別に硫化水素が抑制されることで修繕費の大幅な低減効果※… 1が見込ま
れる。そのため維持管理費の評舗としては評伍基準を満足すると考えた。
※-1:硫化水素はいろいろな条件はあるが一般的に濃度×暴議時間に関係するといわれる。

そのため硫化水素濃度が下がれば腐食の進行が減り諺繕費は低減する。

4.運絃方法

4-1.各対策の運転条件

4 1-1.鉄系凝集剤(ポり鉄)添加運転

(1)ポリ鉄添加量

ポリ鉄添加量 (m.e)=理論量(m.e) x 2. 2 

ポリ鉄添加倍率=2.2倍

{理論量の求め方〕

理論量 (m.e)=流入水量 (rrf/自)x全硫化物濃度 (g/m3 ) X 1 O. 9 7 2 

単位は係数10.972で補正済

流入水量は前日までの実績を基に予測する。

全硫化物濃度 (g/ぱ)= T -H 2 S (ppm) -;-a 

T-H2S測定時の検知管による aの値

4HH 4H以下 ! 全体平均
97.50む 187.471I 95.462 

注) aの値は汚水性状によって変わるので定期的にチェックが必要

(2 )運転留意事項

①ポリ鉄添加場所は、流入スクリーン出口とし、凝集効果を必要とする時に、フロックが

得られない場合は凝集混合槽にも添加する。

②運転中のpHは 6.5"'"7.5になるよう凝集混合檎のp日センサーで監視し、 6.5以下になっ

た持は苛性ソ…ダで中和する。

4-1-2.汚泥循環運転

(1) R-MLSS濃度

R -MLSS濃度(設定の目安)

3月""'10丹(夏季) 2，0 0 Omg/立
11月""'2丹(冬季) 1， 50 Omg/立

(2) R-ML S Sの計算

R一期LSS(g/ rrf)口(循環汚泥量+前日残汚泥量)/(流入水量+循環汚泥水量÷流調残水量)

循環汚泥量(g/自):循環汚淀濃度(g/ぱ)x循環汚流水量(nf/日)

前日残汚泥量(g/日):流量調整槽残水量(rrf/日)x前日立…現LSS濃度(g/rrf) 

※運転では流量調整楠残水量はフロートスイッチ下の水量として 400m3計算

(3)運転範囲(制限条件)

流入水量
流入BOD
n-Hex 

1， 000rrf/日以下
2，0 0 Omg/ 1以下
200mg/l以下

(長期連続の場合は、 n-Hexは別途考慮)



4-1-3.集気ガスブロワー運転

(1)運転周波数

インバーター照波数は30Hzより上で運転する。

(2 )高負荷ばっ気装寵の節減運絃時間

集気ガスブロワー運転 (35Hz) 1時間あたり、高負荷ばっ気装置で節減できる運転時間

は 0.2時間。

(3)その他留意事項

運転停止後は、吸気ダンパーは閉じ、ミストキャッチャ…の水は抜く。

4-1-4.鉄系凝集剤(安鉄)添加運転

(1)安鉄添加量

安鉄添加最 (ml)=理論量 (ml)x 2. 0 

安鉄添加倍率口 2.0倍 効果が得られない時は 2.7倍まで倍率を上げる。

{理論量の求め方}

理論最(m.e)口流入水量(rri'/日)x全硫化物濃度 (g/rri' ) x 9. 2 5 9 
時間水量はO.39"'1.12rri' /分 単位は係数9. 259で補正済的はポリ鉄と同じ。

4-1-5.荷捌所庄送管内滞留水返送運転

常時自動運転とし、電動弁の定期的な保守管理をする。

4-2.硫化水素対策の組合せ

処理施設では、硫化水素対策の主体は、抑制効果が最も高く維持管理費が安い汚泥循環

運転とし、それに集気ガスブ口ワーを組み合わせる運転を考えた。また荷捌所では鉄系凝

集剤〈安鉄〉添加運転と圧送管内滞留水返送運転の組合せを考えた。ただし安鉄添加は、

荷捌所流量調整槽で硫化水素が発生する時期が春から秋にかけてなので、期間限定運転と

する。

処理施設の鉄系凝集部(ポリ鉄)添加運転は汚泥循環運転が国難になる春と秋(流入水量

1， 000rri' /毘以上、流入濃度が高くなった時)の期間、併用運転とする。

表4-1.硫化水素対策運転の組合せ

対策名 1: 2: 3: 4 5; 6; 7; 8: 9:10;11;12 備 考
~ I - I - I ~ 

処理施設
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4-3.維持管理費低減運転

硫化水素濃度が低くなったことにより、表4-2に示す運転が可能と思われる。

表4-2.維持管理費低減運転

運転方法 運転概要

脱臭塔洗滞水の変更 脱臭塔反応物質の洗、浄水供給量を2Q， /分から 1Q， /分に変吏し
希釈消費される薬品を節約する。

脱臭塔薬品の変更 高濃度硫化塔水素対策として行ってきた全脱臭塔でのアルカリ洗浄
を、第1 のみ運転費の安い水洗、浄に変更する。

脱臭ファンの停止 硫化水素濃度が低下する冬季は、夜間無人の時に脱臭ファンを停
止し消費電力を節減する。 (ただし電気制御盤の改造が必要)

5.おわりに

硫化水素の発生は、全国の水産加工排水処理施設の施設管理・処理性能維持ばかりでなく人

体にも重大な影響を与える。また対象となる漁種、加工業種により発生レベルの範臨が広く、

その対策は決して充分であるとはいえない。

近年の漁業の不振により、水産加工業も原材料の確保に支障をきたし、操業が継続的に行わ

れないことから、浜田漁港静化施設への汚水流入量も季節的な変動は当初の予想、を超えるもの

であった。全国的にも水産加工施設排水の調査データは満足のいくものではなく、本発表が他

の施設の硫化水素抑制対策の一助になれば、幸いである。

最後に本調査を進めるにあたって、様々な協力をいただいた浜田水産加工業者の方々に、こ

の場を借りてお礼を申し上げます。


